













































































































































予備的実践研究として、2016 年 2月に地域住民を対象とした連続 4回のワークショップ






定後、2016 年 9月、参加者募集の情報を大学 HP やチラシで公開した。地域からの参加者
は、障がいや年齢（0歳児を含む親子から 60代女性まで）、経験に様々な違いのある 31名が
集った。次いで、2016 年 10 月より 6回連続で、「光」、「和太鼓」、「アート（ペイント）」、「音
（楽器づくり）」、「チンドン」等をテーマにした身体表現遊びのワークショップ（基礎編）の活
動を実施した。さらに、基礎編の活動をもとに舞台発表にむけた応用編として 3回の実践
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